
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

号　　外

平成 15 年

5 月30日（金曜日）

一

規
　
　
則

香
川
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
　
産
　
課
）

一

教
育
委
員
会
規
則

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手

二

当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

人
事
委
員
会
規
則

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

香
川
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

香
川
県
知
事
職
務
代
理
者

香
川
県
副
知
事
　
　
川
　
　
北
　
　
文
　
　
雄

香
川
県
規
則
第
七
十
一
号

香
川
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
香
川
県
規
則
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
漁
具
漁
法
」
を
「
漁
具
及
び
漁
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
い
わ
し

巾
着
網
漁
業
、
」
を
「
い
わ
し
巾き

ん

着
網
漁
業
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
ご
む
」
を
「
ゴ
ム
」

に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
遊
漁
者
等
の
漁
具
及
び
漁
法
の
制
限
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「

営
む
た
め
に
す
る
」
を
「
営
む
た
め
に
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る
」
に
、
「
従
事
し
て
す
る
」
を
「
従
事

し
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る
」
に
改
め
、
「
す
る
場
合
を
除
き
、
」
を
削
り
、
「
場
合
は
」
を
「
場
合

を
除
き
」
に
、
「
に
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
以
外
の
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
徒
手
採
捕

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
こ
の
規
則
の
う
ち
水
産
動
植
物
の
種
類
若
し
く
は
大
き
さ
又
は
水
産
動
植
物

の
採
捕
の
期
間
若
し
く
は
区
域
又
は
使
用
す
る
漁
具
若
し
く
は
漁
法
に
つ
い
て
の
制
限
又
は
禁
止
に
関
す

る
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
の
二
ま
で
（
第
三
十
七
条
を
除
く
。
）
及
び
前
条
（
第
二

項
を
除
く
。
）
の
」
に
、
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
見
出
し
中
「
て
い
泊
命
令
」
を
「
停
泊
命
令
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
係
る
船

舶
」
を
「
を
受
け
た
者
」
に
、
「
て
い
泊
港
及
び
て
い
泊
期
間
」
を
「
停
泊
港
及
び
停
泊
期
間
」
に
、「

船
舶
の
て
い
泊
」
を
「
漁
業
の
許
可
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
船
舶
の
停
泊
」
に
、
「
行
な
わ
せ
る
」

を
「
行
わ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
て
い
泊
期
間
は
、
四
十
日
を
こ
え
な
い
」
を

「
停
泊
期
間
は
、
四
十
日
間
を
超
え
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
規
定
に
よ
る
て
い
泊
期
間
」
を

「
停
泊
期
間
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
に
係
る
船
舶
」
を
「
を
受
け
た
者
」
に
、
「
当
該
船
舶
」
を
「
当
該
漁
業
の

許
可
を
受
け
た
者
の
使
用
に
係
る
船
舶
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
無
許
可
船
舶
に
対
す
る
停
泊
命
令
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
船

舶
が
」
を
「
、
漁
業
者
が
」
に
、
「
、
当
該
漁
業
に
使
用
さ
れ
た
」
を
「
当
該
漁
業
を
営
ん
だ
」
に
、
「

船
舶
に
よ
り
漁
業
を
営
む
者
又
は
当
該
船
舶
」
を
「
漁
業
者
又
は
当
該
漁
業
者
の
使
用
に
係
る
船
舶
」
に
、

「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
て
い
泊
港
及
び
て
い
泊
期
間
」
を
「
停
泊
港
及
び
停
泊
期
間
」
に
、
「

の
て
い
泊
」
を
「
の
停
泊
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
て
い
泊
期
間
は
、
四
十
日
を
こ
え

な
い
」
を
「
停
泊
期
間
は
、
四
十
日
間
を
超
え
な
い
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
見
出
し
中
「
無
許
可
船
」
を
「
無
許
可
船
舶
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行

う
」
に
、
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
、
「
み
ず
か
ら
」
を
「
自
ら
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
必
要
」
を
「
た
め
必
要
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
停
船
」
を

規

則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

二

「
、
停
船
」
に
、
「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
停
船
命
令
は
、
同
項
の
検
査
又
は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
又
は
表
示
し
、
か
つ
、

国
際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
信
号
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
こ
と
。

二
　
サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二
回
）

を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
こ
と
。

三
　
投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一
回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て

連
続
し
て
行
う
こ
と
。

第
四
十
九
条
第
三
項
中
「
長
声
」
を
「
長
音
」
に
、
「
約
四
秒
か
ら
六
秒
ま
で
の
音
響
又
は
せ
ん
光
」

を
「
約
三
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
」
に
、
「
短
声
」
を
「
短
音
」
に
、
「
約
一
秒
時
の
音
響
又
は

せ
ん
光
」
を
「
、
約
一
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
」
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
備
考
２
中
「

」
を
「

」
に
、
「
掲
載
の
」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
六
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

香
　
川
　
県
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す
る

規
則
（
昭
和
五
十
三
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
又
は
高
松
港
と
坂
手
港
」
を
「
、
高
松
港
と
坂
手
港
と
の
間
又
は
高
松
港
と
草
壁
港
」
に

改
め
る
。

第
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
高
松
港
と
草
壁
港
と
の
間
に
運
航
さ
れ
て
い
る
高
速
艇
の
利
用
　
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
当
該
高
速
艇
の
利
用
回
数
に
、
そ
の
利
用
区
間
に
係
る
回
数
乗
船
券
に
よ
り
当
該
高
速
艇

を
利
用
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
回
数
乗
船
券
の
利
用
一
回
当
た
り
の
運
賃
の
額
（
特
別
料
金
に

相
当
す
る
額
に
限
る
。
）
を
、
乗
船
券
（
回
数
乗
船
券
を
除
く
。
）
に
よ
り
当
該
高
速
艇
を
利
用
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
四
百
九
十
円
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

教
育
委
員
会
規
則

政
府
間
海
事
協
議
機
関

国
際
海
事
機
関

規
定
す
る



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

三

第
２
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

四

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
前
の
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

香
　
川
　
県
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
十
四
号
中
「
七
月
」
を
「
六
月
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
　
武
　
田
　
安
　
紀
　
彦

香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
五
十
三
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
又
は
高
松
港
と
坂
手
港
」
を
「
、
高
松
港
と
坂
手
港
と
の
間
又
は
高
松
港
と
草
壁
港
」
に

改
め
る
。

第
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
高
松
港
と
草
壁
港
と
の
間
に
運
航
さ
れ
て
い
る
高
速
艇
の
利
用
　
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
当
該
高
速
艇
の
利
用
回
数
に
、
そ
の
利
用
区
間
に
係
る
回
数
乗
船
券
に
よ
り
当
該
高
速
艇

を
利
用
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
回
数
乗
船
券
の
利
用
一
回
当
た
り
の
運
賃
の
額
（
特
別
料
金
に

相
当
す
る
額
に
限
る
。
）
を
、
乗
船
券
（
回
数
乗
船
券
を
除
く
。
）
に
よ
り
当
該
高
速
艇
を
利
用
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
四
百
九
十
円
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

人
事
委
員
会
規
則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

五

第
２
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）



平
成
十
五
年
五
月
三
十
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

（
号
外
）

六

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
前
の
高
速
艇
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
　
武
　
田
　
安
　
紀
　
彦

香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
十
三
号
中
「
七
月
」
を
「
六
月
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


